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６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
17

日
に
招
集
さ
れ
20
日
ま
で
の
４

日
間
の
会
期
で
開
催
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
の
は
、
平
成
26

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専

決
処
分
の
承
認
１
件
・
一
般
会

計
の
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

等
の
報
告
６
件
・
議
案
は
、
一

般
会
計
補
正
予
算
等
10
件
・
固

定
資
産
評
価
員
の
選
任
の
同
意

１
件
・
公
有
水
面
埋
立
の
意
見

１
件
が
全
会
一
致
で
原
案
の
通

り
可
決
し
た
。

６月定例議会

地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ

ム
の
工
事
に
使
用
す
る

特
殊
機
械
の
購
入
が
無
い
と
い
う

事
で
、
工
事
が
遅
れ
事
故
繰
越
を

し
て
い
る
が
、
も
う
少
し
詳
し
く

説
明
を
願
い
た
い
。

当
事
業
は
、
湯
浦
の
豊

岡
地
区
で
測
量
設
計
の

調
査
中
に
、
岩
盤
の
中
に
石
が
多

く
漏
水
の
恐
れ
が
あ
る
と
判
明
し

た
為
、
至
急
委
託
契
約
を
中
断
し
、

主
な
質
疑

質答

漏
水
調
査
の
透
水
検
査
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
こ
の
事
業
に
使
う
機

械
は
特
許
製
品
と
い
う
事
で
、
す

ぐ
に
は
調
達
で
き
な
い
こ
と
が
分

か
っ
た
為
、
国
・
県
と
協
議
し
事

故
繰
越
の
手
続
き
を
行
っ
た
も
の

で
あ
る
。芦

北
海
浜
総
合
公
園
管

理
運
営
費
、
公
園
施
設

長
寿
命
化
計
画
策
定
調
査
業
務
委

託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
中
身
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し

て
ほ
し
い
。

都
市
公
園
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
芦
北
海
浜

公
園
の
施
設
並
び
に
遊
具
等
の
改

築
を
す
る
場
合
、
国
が
事
業
費
の

二
分
の
一
を
補
助
す
る
事
業
で
あ

る
。

防
火
水
槽
設
置
工
事
に

つ
い
て
、
設
置
場
所
と

何
基
設
置
す
る
の
か
お
尋
ね
し
た

い
。

告
の
漆
川
内
地
区
に
40

ト
ン
の
防
火
水
槽
１
基

を
設
置
す
る
。

避
難
行
動
要
支
援
対
策

協
議
会
委
員
の
報
酬
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
会
議
の
メ

ン
バ
ー
、
回
数
等
、
今
後
い
つ
頃

を
目
処
に
実
施
さ
れ
る
の
か
お
尋

ね
し
た
い
。

全
体
で
15
人
程
度
の
委

員
で
組
織
し
、
協
議
会

は
年
３
回
ぐ
ら
い
開
催
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
10
月
頃
を
目
処
に
支

援
計
画
を
策
定
し
た
い
。

質

質

質 答

答答

防火水槽予定地
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坂
さ か ぐ ち

口惠
え み こ

美子氏
(再) (大川内地区)

蓑
み の だ

田　正
ま さ し

志氏
(再) (箙瀬地区)

宮
み や は ら

原千
ち よ こ

代子氏
(再) (告地区)

才
さ い も り

守　久
ひさし

氏
(再) (天月地区)

６月定例議会で4,673万円増額
(一般会計総額 99億8,911万円)

臨 時 議 会

防火水槽設置事業 5,218千円

女島活力推進センター環境学習公園芝張等整備事業 19,851千円

牛の水漁港改修事業 2,038千円

農業施設化設置事業(果樹) 406千円

公園施設長寿命化計画策定調査業務委託 6,443千円

観光施設IC活用技術習得事業 4,856千円

御立岬温泉センター管理運営事業 1,276千円

◎補正予算の主な事業(一般会計)

　第４回芦北町議会臨時会は７月８日招集され、１日間の会期で開催した。審議内容は以下のとおり。
　・芦北町農業委員会の改選に伴い、４人の委員を議会から推薦した。

−農業委員に４人を推薦−

固
定
資
産
評
価
員

の
選
任
に
同
意

芦
北
町
税
務
課
長

江え

　が
み上

　
繁
し
げ
る 

氏

答
有
限
会
社
あ
し
き
た
マ

リ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
経
営

状
況
の
報
告
で
、
損
益
計
算
書
の

売
上
原
価
の
当
期
製
品
製
造
原

価
が
前
年
比
５
０
０
万
円
ほ
ど
上

が
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
利
益

が
前
年
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
な
ぜ
か
。

２
日
間
、
食
中
毒
を
受

け
て
営
業
停
止
し
た
。

自
主
的
に
10
日
間
ほ
ど
、
一
部
食

堂
の
営
業
を
自
粛
し
、
そ
の
折
に

弁
当
を
朝
・
昼
・
夜
支
給
し
た
。

そ
の
弁
当
が
約
６
，７
０
０
食
に

及
び
、
そ
の
分
の
仕
入
れ
が
増
加

し
た
た
め
で
あ
る
。

質
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　各常任委員会及び議会運営委員会では、下記のとおり議会の閉会中の調査を予定しております。

総務常任委員会

建設経済常任委員会

文教厚生常任委員会

議会運営委員会

各委員会の閉会中の継続調査

事　　項 理　　由

①防災に対する危機管理体制の調査について

②ふれあいツクールバス実証運行に関する調査

について

③議会の改革及び活性化に関する調査について

①災害に対する危機管理体制の調査を行い安全・

安心に対応するため。

②現状把握及び今後の運行状況を確認し、対応策

を講ずるため。

③地方自治法の一部改正に伴う内容等を確認し、

議会の改革及び活性化に向けた対策を講ずる

ため。

事　　項 理　　由

①災害危険個所の調査及びその対策について

②大規模太陽光発電所(メガソーラー)に関する

事業の調査について

③漁業振興対策に関する調査について

①住民の安全安心のため。

②事業の進捗状況を確認するため。

③漁業協同組合合併後の漁業振興対策について

調査活動を行うため。

事　　項 理　　由

①町内小中学校の安全安心に関する調査につい

て

②保育所民営化に関する調査について

③地域福祉の推進に関する調査について

①児童生徒が安心して学校生活を営むための現

在の状況を調査する必要があるため。

②保育所の民営化に向けた検討の進捗状況を確

認するため。

③地域福祉の推進について、民生児童委員との意

見交換を行うため。

事　　項 理　　由

　議長の諮問にかかる次の議会（臨時会を含

む)の会期日程等議会運営に関する事項について

　次の議会（臨時会を含む )の運営を円滑かつ効

率的に行うとともに、議長からの諮問に応じて調

査を行う必要があるため。また、議会運営に関す

る事項を調査する必要があるため。
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坂本議員

一般質問（抜粋）

瀬戸石ダム湖周辺の
体積土砂の撤去は！

海
路
地
区
の
平
谷
川
、
内
木

場
川
の
土
砂
撤
去
を
撤
去
工
事
計

画
の
中
に
入
れ
て
確
実
に
撤
去
で

き
る
よ
う
、
申
し
入
れ
て
頂
き
た

い
が
い
か
が
か
。

企
画
財
政
課
長

　

国
交
省
の
管
轄
外
で
あ
る
が
、

電
源
開
発
の
責
任
で
平
谷
川
は
今

年
度
、
撤
去
予
定
で
あ
り
、
内
木

場
川
は
来
年
以
降
の
撤
去
を
検
討

し
て
い
る
。

球
磨
川
洪
水
時
、
陸
の
孤
島

と
な
る
同
地
区
住
民
に
対
し
、
緊

急
の
病
人
、
怪
我
人
の
対
処
、
救

助
計
画
等
は
、
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長

　

地
区
か
ら
の
要
望
は
無
い
が
、

当
地
区
に
限
ら
ず
必
要
と
認
め
た

場
合
は
、
防
災
ヘ
リ
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
、
自
衛
隊
ヘ
リ
へ
の
要
請
が

可
能
で
あ
る
が
、
町
と
し
て
事
前

に
避
難
準
備
情
報
等
の
伝
達
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

洪
水
時
同
地
区
に
土
砂
が
道

路
上
に
残
っ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て

い
る
。
ダ
ム
湖
周
辺
は
、
電
源
開

発
が
責
任
を
持
っ
て
処
理
す
る
と

明
言
し
て
い
る
。
町
と
し
て
申
し

入
れ
て
頂
き
た
い
が
い
か
が
か
。

企
画
財
政
課
長

　

道
路
上
に
残
っ
た
土
砂
は
県
、

町
が
道
路
管
理
者
と
し
て
対
処
し

て
お
り
、
電
源
開
発
へ
の
申
し
入

れ
は
必
要
な
い
と
思
う
。
な
お
６

月
16
日
現
在
、
区
長
へ
の
確
認
及

び
現
地
調
査
の
結
果
、
土
砂
の
放

置
は
な
い
。

災
害
時
に
備
え
県
道
球
磨
田

浦
線(

白
石
～
和
田
口)

の
嵩
上
げ

を
県
に
要
望
し
て
ほ
し
い
が
い
か

が
か
。企

画
財
政
課
長

　

球
磨
川
上
・
中
流
域
改
修
期
成

会
で
、
県
知
事
並
び
に
県
議
会
へ

の
要
望
や
、
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治

水
を
検
討
す
る
場
な
ど
の
機
会
が

あ
る
毎
に
、
国
土
交
通
省
や
県
に

要
望
し
て
い
る
。

町
　
長

　

県
は
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
明

解
な
回
答
を
示
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
最
近
に
な
っ
て
、
「
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
」
と
い
う
回
答
を

聞
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
具
体
的
に
詰
め
の
協
議
に
入
る

か
と
思
っ
て
い
る
。

現
在
要
介
護
１
、
２
の
認
定

者
数
は
何
名
か
。
う
ち
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
る
方
は
何
名
か
。

住
民
生
活
課
長

　

本
年
４
月
末
現
在
で
、
要
支
援

１
が
３
８
９
名
、
要
支
援
２
が
２

２
２
名
、
合
計
６
１
１
名
。
う
ち

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
要
支
援
１
が

２
５
８
名
、
要
支
援
２
が
１
７
１

名
で
、
合
計
４
２
９
名
と
な
っ
て

い
る
。新

し
い
総
合
事
業
に
移
管
し

た
場
合
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
は
あ
る

と
思
う
か
。
ま
た
、
町
が
受
け
皿

の
場
合
の
不
安
や
懸
念
、
問
題
点

は
感
じ
て
い
な
い
か
。

住
民
生
活
課
長

　

今
、
国
会
で
審
議
中
で
あ
り
、

現
在
の
財
源
は
維
持
さ
れ
る
と
、

国
、
県
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
な
い
よ
う

事
業
運
営
に
努
め
る
。

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ

う
に
、
ど
の
よ
う
な
計
画
を
考
え

て
い
る
か
。

住
民
生
活
課
長

　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

計
画
策
定
の
中
で
、
十
分
検
討
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

要
支
援
者
を
介
護
保
険
給
付

か
ら
外
し
、
自
治
体
事
業
へ
責
任

を
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
医
療
・
介
護
総
合
法

案
に
つ
い
て
の
町
長
の
考
え
は
。

町
　
長

　

２
０
２
５
年
問
題(

75
歳
以
上

の
高
齢
者
が
急
増
２
，
０
０
０

万
人
を
超
え
る)

を
見
据
え
た
医

療
・
介
護
制
度
の
大
改
革
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
万
全

を
期
し
て
い
く
。
今
後
も
医
療
並

び
に
介
護
保
険
制
度
の
適
正
な
運

営
に
よ
り
、
町
民
の
安
全
・
安
心

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質質

質

質質

質

質

質 答

答答答

答

答答

答

答

介
護
保
険
制
度
見
直
し

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
問
う

洪
水
時
の
箙
瀬
地
区
の

要
望
に
つ
い
て
問
う

芦北町老人保険福祉計画・介護保険事業
計画運営調整委員会
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荒川議員

光通信を町内全域に！

一般質問（抜粋）

光
通
信
が
町
内
全
域
に
開
通

す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
の
テ
レ
ビ

と
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
町
の
行

事
等
の
映
像
も
町
民
の
皆
様
に
テ

レ
ビ
を
通
じ
て
快
適
に
お
届
け
で

き
る
こ
と
や
、
お
悔
や
み
情
報
や

町
の
情
報
等
も
知
り
た
い
と
き
に

簡
単
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

が
整
う
と
思
わ
れ
る
。
町
内
全
域

で
早
期
に
開
通
す
る
よ
う
に
、
町

と
し
て
通
信
会
社
に
要
請
す
る
考

え
は
な
い
か
。

町
　
長

　

通
信
事
業
に
つ
い
て
は
民
間
事

業
者
が
事
業
主
体
で
あ
り
、
採
算

制
等
を
考
慮
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
う
の
で
、
今
後
の
進
捗
を

見
守
り
た
い
。

人
口
が
約
一
万
人
の
球
磨

郡
多
良
木
町
で
は
、
多
良
木
町
光

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業
に
よ

り
、
多
良
木
町
全
域
で
光
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
て
い
る
。
私
は
、
町
内
各
地
域

を
回
り
、
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
の
方
が
い
か
に
多
い

か
を
痛
感
し
た
。

　

光
通
信
が
町
内
全
域
に
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
一
人
暮

ら
し
で
寂
し
い
生
活
を
さ
れ
て
い

る
高
齢
者
の
方
は
、
都
会
で
暮
ら

す
子
ど
も
や
孫
た
ち
と
、
家
の
テ

レ
ビ
を
通
じ
て
通
話
料
無
料
で
テ

レ
ビ
電
話
を
利
用
す
る
こ
と
も
で

き
、
ま
た
最
近
で
は
町
内
の
病
院

に
通
う
こ
と
が
で
き
な
い
山
間
地

域
の
高
齢
者
の
方
も
お
ら
れ
る
。

そ
う
い
う
方
の
た
め
に
遠
隔
医
療

も
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
光

通
信
の
環
境
が
整
っ
た
過
疎
地
域

に
拠
点
を
移
し
て
、
業
績
を
伸
ば

し
た
中
小
企
業
の
事
例
等
も
あ

る
。

　

本
町
が
今
後
発
展
し
て
い
く
た

め
、
ま
た
町
民
の
皆
さ
ま
に
、

よ
り
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、
様
々
な
事
例
を
含
め
検
討
を

し
て
ほ
し
い
。

実
家
を
離
れ
て
暮
ら
す
若
者

が
多
い
と
い
う
現
状
も
あ
り
、
過

疎
化
や
核
家
族
化
が
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
過
疎
化
や
核
家

族
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
実
家
に

定
住
す
る
若
者
に
対
し
て
、
家
の

増
改
築
や
新
築
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
新
た
な
制
度
を

つ
く
る
考
え
は
な
い
か
。

町
　
長

　

現
在
、
木
造
住
宅
建
築
支
援
事

業
を
は
じ
め
、
浄
化
槽
設
置
整
備

補
助
金
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金
等
々
、
家
の
増
改

築
や
新
築
に
対
し
て
の
補
助
金
制

度
は
充
実
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
の
で
、
新
た
な
制
度
を
つ
く
る

考
え
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

65
歳
以
上
の
人
口
が
50
％
を

超
え
て
い
る
行
政
区
が
芦
北
町
に

は
16
行
政
区
あ
る
。
限
界
集
落
と

い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
限
界
集
落

と
い
う
言
葉
の
定
義
は
65
歳
以
上

の
方
が
過
半
数
以
上
を
占
め
る
集

落
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
人
口

百
人
の
集
落
に
お
い
て
、
65
歳
以

上
の
方
が
51
人
い
た
場
合
、
こ
の

集
落
は
限
界
集
落
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
定
義
に
従
う
と
、
本

町
に
は
16
の
行
政
区
が
限
界
集
落

の
定
義
に
当
て
は
ま
る
こ
と
に
な

る
。

　

こ
う
い
う
深
刻
な
問
題
に
対
応

す
る
た
め
に
も
、
実
家
に
定
住

す
る
若
者
に
対
し
て
支
援
す
る
新

た
な
制
度
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
実
家
に
定
住
す
る
こ
と
に

よ
り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
孫
と
の
交
流
も
活
発
に

な
り
、
文
化
の
継
承
や
教
育
の
面

で
も
果
た
す
役
割
は
大
き
い
も
の

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

現
在
、
本
町
が
発
行
す
る
広

報
紙
や
封
筒
に
は
広
告
は
掲
載
し

て
い
な
い
が
、
町
内
企
業
に
限
定

し
て
、
ま
た
一
定
の
審
査
基
準
を

設
け
て
広
告
を
掲
載
し
、
広
告
収

入
を
得
て
財
源
の
一
助
と
す
る
考

え
は
な
い
か
。

総
務
課
長

　

自
治
体
の
広
報
紙
等
の
広
告
掲

載
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
内
の
実

態
を
見
る
と
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
他
の

自
治
体
の
状
況
な
ど
を
参
考
に
、

今
後
の
課
題
と
す
る
。

水
俣
市
で
も
市
内
の
企
業

の
広
告
を
載
せ
て
い
る
。
水
俣
市

だ
け
で
は
な
く
て
、
熊
本
県
庁
の

封
筒
に
も
広
告
の
掲
載
が
あ
る
。

ま
た
熊
本
県
庁
で
は
県
庁
内
の
ロ

ビ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
で
も
県

内
企
業
の
広
告
を
掲
載
し
て
、
新

た
な
財
源
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

全
国
規
模
で
見
れ
ば
、
様
々
な

自
治
体
が
新
た
な
財
源
と
し
て
広

報
紙
や
封
筒
な
ど
に
広
告
を
掲
載

し
て
い
る
。
ま
た
、
自
治
体
が
運

営
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー

広
告
を
募
集
し
て
い
る
事
例
も

あ
る
。
本
町
と
し
て
も
財
源
の
一

助
と
な
る
よ
う
に
検
討
し
て
ほ
し

い
。

質質

質

質

質質

答

答

答

実
家
に
定
住
す
る
若
者

へ
、
家
の
増
改
築
や
新
築

に
対
す
る
補
助
は

町
の
広
報
紙
や
封
筒
に

町
内
企
業
の
広
告
を
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一般質問（抜粋）

町営住宅の入居順位は
どのように決定するのか！

全
町
営
住
宅
の
入
居
状
況
は

現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長

　

公
営
住
宅
は
、
17
団
地
、
５
７

２
戸
を
管
理
し
て
お
り
、
現
在
入

居
可
能
な
空
き
家
が
、
４
団
地
４

戸
あ
る
が
入
居
希
望
者
が
な
い
状

況
で
あ
る
。
退
去
に
よ
る
空
き
家

は
、
６
団
地
10
戸
あ
る
が
、
今
畳

替
え
や
室
内
の
塗
り
替
え
等
の
整

備
を
し
て
い
る
。
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
は
３
団
地
、
65
戸
を
管
理
し

て
い
る
。

入
居
順
位
の
決
定
は
ど
の
よ

う
な
規
定
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長

　

新
た
に
住
宅
を
建
設
し
、
募
集

を
行
っ
た
と
き
に
は
補
欠
入
居
者

の
順
位
を
決
め
る
が
、
通
常
は
入

居
補
欠
者
及
び
そ
の
順
位
は
決
め

て
い
な
い
。
入
居
者
の
選
考
は
芦

北
町
営
住
宅
管
理
条
例
第
９
条
第

１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
宅
に

困
窮
す
る
度
合
い
の
高
い
者
か
ら

決
定
し
て
い
る
。

待
機
し
て
い
る
入
居
希
望
者

に
対
し
、
公
正
で
適
正
な
不
服
の

出
な
い
入
居
決
定
方
法
に
な
っ
て

い
る
か
。
ま
た
新
た
な
考
え
は
な

い
か
。

建
設
課
長

　

住
宅
の
困
窮
度
合
い
を
総
合
的

に
判
断
す
る
。

　

た
と
え
ば
、
住
宅
以
外
の
建
物

や
場
所
に
住
ん
で
い
る
。
安
全

上
危
険
ま
た
は
衛
生
上
有
害
な
状

態
に
あ
る
。
他
の
世
帯
と
同
居
だ

が
、
生
活
上
著
し
く
不
便
で
あ
る
。

住
宅
が
な
く
親
族
と
同
居
で
き
な

い
。
住
宅
の
間
取
り
設
備
と
世
帯

構
成
の
関
係
か
ら
衛
生
上
不
適
当

な
居
住
状
態
で
あ
る
。
正
当
な
立

ち
退
き
要
求
を
受
け
て
い
る
が
立

ち
退
き
先
が
な
い
。
勤
務
先
か
ら

著
し
く
遠
隔
地
に
住
ん
で
い
る
。

収
入
に
対
し
て
現
在
の
家
賃
が
著

し
く
過
重
で
あ
る
。
な
ど
こ
れ
ら

の
こ
と
を
総
合
的
に
判
断
し
選
定

し
て
い
る
。

町
　
長

　

担
当
課
で
規
定
に
基
づ
き
臨
ん

で
い
る
こ
と
は
御
理
解
頂
い
た
と

思
う
。
こ
れ
か
ら
も
公
平
性
を
保

ち
住
民
の
皆
様
が
納
得
で
き
る
よ

う
な
対
応
を
考
え
て
行
き
た
い
。

町
広
報
紙
の
文
化
振
興
奨

励
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者
と
町

三
役
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
が
、

三
役
が
中
心
に
写
っ
て
い
る
。
受

賞
者
を
中
心
に
す
る
の
が
良
識
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
真
意
は
ど
う

か
。

　

ま
た
、
広
報
紙
に
町
長
自
身
が

中
心
と
な
っ
た
記
事
が
目
立
つ
町

長
中
心
の
広
報
紙
で
は
と
の
声
を

聞
く
が
、
こ
の
意
見
に
対
し
ど
う

思
わ
れ
る
か
。

総
務
課
長

　

表
彰
式
な
ど
式
典
後
の
記
念
撮

影
で
は
、
主
催
者
が
顕
彰
す
る
意

味
に
お
い
て
も
中
央
に
位
置
す
る

の
は
社
会
通
念
上
妥
当
な
こ
と
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
町

長
は
自
治
体
や
住
民
を
代
表
す
る

立
場
に
あ
る
以
上
一
定
の
露
出
は

避
け
ら
れ
な
い
。
な
お
昨
年
度
は

県
の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰
を

受
け
客
観
的
評
価
を
得
て
い
る
。

何
月
号
が
表
彰
を
受
け
た
の

か
。

総
務
課
長

　

昨
年
の
９
月
10
月
11
月
号
分
が

対
象
に
な
っ
て
い
る
。
31
町
村
の

う
ち
受
賞
は
５
町
村
で
あ
る
。

以
前
は
教
育
長
の
み
が
載
っ

て
い
た
が
、
副
町
長
、
町
長
が
加

わ
り
、
威
圧
感
が
感
じ
ら
れ
る
が

ど
う
思
わ
れ
る
か
。

町
　
長

　

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
の
奨
励
賞
も

熊
本
県
内
の
町
村
で
は
我
が
町
だ

け
で
あ
り
、
そ
の
表
彰
制
度
そ
の

も
の
に
意
味
が
あ
る
。
こ
の
制
度

に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
が
振
興

し
て
い
る
か
を
研
究
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

表
彰
式
で
は
、
一
年
間
の
活
躍

に
敬
意
を
払
い
な
が
ら
激
励
を
し

讃
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
記
念
写

真
を
撮
る
。
後
は
編
集
担
当
が
行

う
が
、
知
事
、
総
理
大
臣
表
彰
で

も
こ
の
配
列
は
社
会
通
念
上
妥
当

と
さ
れ
て
い
る
。

質質質

質

答答

答

答三
役
の
写
真
位
置
は

質質

答

答答

湯南団地
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４月　４日

７日

１６日

５月１２日

１２日

１３日

１９日

２０日

２０日

２０日

２７日

６月１１日

１７日

２０日

２０日

７月　８日

１５日

改選後の臨時会(初議会)前の議員懇談会

第２回芦北町議会臨時会

議会広報特別委員会

水俣芦北広域行政事務組合監査

議会広報特別委員会

熊本県町村議会議長研修会

水俣芦北広域行政事務組合議会臨時会

水俣芦北地域振興財団第12回理事会(熊本市)

熊本県町村議会議長会各郡提出案件の

県当局等への実行運動(熊本市）

熊本県町村議会議長会第１回理事会

第39回町村議会議長・副議長研修会

～28日(東京)

議会運営委員会

第３回芦北町議会定例会開会(議案審議)

第３回芦北町議会定例会最終日(一般質問)

議会広報特別委員会

第４回芦北町議会臨時会

議会広報特別委員会

議 会 の う ご き

次回の議会は９月中旬の予定です｡

　

第
39
回
町
村
議
会
議
長
・
副
議

長
研
修
会
が
、
５
月
27
日
か
ら
28

日
ま
で
東
京
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
芦
北
町
議
会
か
ら

寺
本
議
長
と
水
口
副
議
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

全
国
町
村
議
会
か
ら
約
１
，５

０
０
人
の
正
・
副
議
長
が
出
席

し
、
２
日
間
の
日
程
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
山
梨
学
院
大
学
法

学
部
江
藤
敏
明
教
授
、
民
俗
研
究

家
の
結
城
登
美
雄
氏
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
後
藤
謙
次
氏
に
よ
る
講

演
と
「
こ
れ
か
ら
の
町
村
議
会
の

あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
全
国
４

名
の
町
村
議
会
議
長
が
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
登
壇
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

町
村
の
紹
介
と
議
会
活
動
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
熊
本
県
御
船
町
の
岩
田

議
長
も
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第39回町村議会
議長・副議長研修会
第39回町村議会
議長・副議長研修会

議会広報特別委員会議会広報特別委員会

委
員
長　
　

宮
内　

道
則

副
委
員
長　
　

平
松　

洋
一

委　
　

員　
　

宮
尾　

秀
行

　
　
〃　　
　
　

前
田　

徹
一

　
　
〃　　
　
　

白
坂　

康
浩

　
　
〃　　
　
　

荒
川　

知
章

　

今
年
は
高
知
県
四
万
十
市
で
は
、
た
っ
た

１
日
で
平
年
の
６
月
１
ヶ
月
分
の
雨
量
に
あ

た
る
５
０
０
ミ
リ
の
降
雨
が
あ
り
、
６
月
24

日
に
は
東
京
都
内
に
大
粒
の
大
量
な
雹

(

ひ
ょ
う)

が
降
り
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
長
崎
県
で
は
50
年
に
一
度
と
い

う
大
雨
が
降
り
、
さ
ら
に
７
日
未
明
に
は
熊

本
県
天
草
市
で
時
間
雨
量
１
０
０
ミ
リ
近
く

の
大
雨
で
８
万
７
千
人
に
避
難
勧
告
が
発
令

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
８
号
の
接

近
に
伴
い
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
沖
縄
県
は
53

万
人
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。
本
町
で

も
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
避
難
所
を
開
設

す
る
な
ど
対
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　

異
常
気
象
現
象
が
各
地
で
続
い
て
い
ま
す

が
近
年
は
異
常
が
常
態
化
し
て
い
る
感
じ
が

し
ま
す
。

　

昨
年
夏
は
８
月
12
日
に
高
知
県
四
万
十
市

で
は
気
温
が
41
度
と
い
う
日
本
の
観
測
史
上

最
高
を
記
録
し
、
ま
さ
に
各
地
で
最
高
気
温

40
度
を
超
え
る
な
ど
、
記
録
更
新
ず
く
め
の

年
で
し
た
が
、
果
た
し
て
今
年
は…

。

　

健
康
管
理
に
は
十
分
注
意
さ
れ
こ
の
夏
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

(

平
松)


